
 

 

 
大学で受講する授業の時間割は学生が各自で作成する必要があります。 
以下の手順に沿って、時間割を組み立ててみましょう。 
履修登録の手順は、学生便覧の該当ページをよく読んでください。 
 
＜履修登録のスケジュール＞ 

2024年 4月 1日（月）～４月３日（水） 6：00～24：00 一次登録 ※最終日は 11：00まで 
４月４日（木）         6：00～24：00 二次登録 

     ４月６日（土）～４月 12日（金） 6：00～24：00 履修修正期間 ※最終日は 17：00まで 
 
１. 卒業までの履修計画を確認する 
卒業に必要な単位数は 125単位ですが、１度に履修登録できる最大の単位数は 24単位です。１年間で春学期
と秋学期の２回履修登録の機会がありますので、１年間で修得できる単位数は最大 48単位です。 
３～４年生は就職活動や卒業論文の執筆が予定されるため、低学年のうちに多くの単位を修得することをお勧
めします。 
一部の科目は、所属する班によって履修できる曜日・時限が異なります。履修したい授業が開講している曜
日・時限をよく確認し、必要な授業の履修を忘れないように注意しましょう。 
授業の内容はシラバスを読んでください。各科目の履修上の注意点は学生便覧に掲載されていますので、併せ
て必ずご確認ください。科目によっては定員が設けられており、希望者多数の場合は抽選等によって履修でき
ない場合があります。 
 
２. 文学部固有科目について理解する 
卒業までに必要な 125 単位のうち、81 単位を文学部固有の科目から修得する必要があります。学部固有科目の
内訳は、必修科目 29 単位+選択必修科目 12 単位+選択科目 40 単位＝81 単位です。科目によって履修可能な学
年が定められています。 
■必 修 科 目  卒業までにすべての科目を修得する必要があります。 
■選択必修科目 この中から、卒業までに少なくとも 12単位を選択して修得する必要があります。 
■選択必修科目 必要単位数を超えて単位を修得した場合は、選択科目の修得に必要な 40単位に計上されます。 
 
＜資格取得を検討している方へ＞ 
教職、学芸員、司書、司書教諭などの資格取得を検討している方は、関連する科目の履修が必要です。 
ただし、資格課程に関する科目の中には、卒業に必要な単位として計上されるものと、そうでないものがありま
す。この場合、卒業に必要な単位として計上されるものは、履修登録できる最大の 24単位に含まれます。 
 
例：司書課程（学生便覧Ｐ62） 

  ・「生涯学習概論」（履修可能学年 １年生～４年生） 
   司書課程にのみ必要な科目で、履修登録可能な 24単位の制限に含まない。 

司書課程申込後に履修登録が可能です。司書課程については別途手続きが必要です。 
・「図書館概論」（履修可能学年 １年生～４年生） 
司書課程の科目だが文学部固有科目でもあるため、履修登録可能な 24単位の制限に含まれる。 
修得した場合は卒業に必要な選択単位の一部としても計上される。 
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 ■日本文学科の科目一覧表を使用していますがどの学科でも見方は同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３. 全学共通科目について理解する 
学部固有の専門的な科目だけでなく、語学などの教養科目の修得が必要です。卒業までに必要な単位数のうち、
44 単位を全学共通科目から修得する必要があります。学部固有科目と同様に、各科目群によって最低限修得が
必要な単位数が決められています。 
 
■第二外国語 A・B 
入学手続の際に選択した言語があらかじめ登録されていますので、履修登録画面上で確認してください。異なる
言語を履修することはできません。第二外国語基礎 A・Bのように 1年を通じて授業を行う「通年科目」は 2単
位ですが、履修登録単位数を計算する際には、各セメスターあたり１単位ずつ計算します。 

必修科目 
卒業までに全ての科目 

を修得する必要がある 

選択必修科目 
この科目群から 

12 単位を選択して 

修得する必要がある 

選択科目 
この科目群から 

40 単位を選択して 

修得する必要がある 

 

選択必修科目の 

余剰分は選択科目に 

計上される 

 

資格課程に必要な科目

は表外の注記を確認 



■英語コミュニケーション A・リーディング A 
エレメンタリー、インターミディエイト、アドバンストから難易度を選択し、英語コミュニケーションおよび英
語リーディングを 1科目ずつ履修登録してください。難易度の選択については、学生便覧に「受講対象者のレベ
ルと到達目標」の記載がありますので、参考にしてください。ベーシッククラスは再履修者専用のため、１年生
は選択できません。 
コミュニケーションとリーディングはレベルが異なっても構いません。希望者多数の場合には、抽選によって希
望のクラスを履修できないことがあります。各教員の授業内容をシラバスで確認し、履修するクラスを選択して
ください。 
※シラバスの開講学部に所属学部の記載があっても、所属する班によって履修登録できない場合があります。 

 
■スポーツ実技科目 
シーズンスポーツを除き、１セメスターに 1科目のみ履修登録できます。希望者多数の場合には抽選により履修
できない場合があります。１年次春学期の履修登録時に可能な限り希望の種目を選択し、抽選漏れなどの理由で
履修できなかった場合は、次の学期以降に改めて履修登録してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例 
この科目群から２単位を

選択して履修する必要が

ある。（選択必修科目） 

 

２単位を超えて修得した

場合は、選択科目14単位

へ計上される 

この科目群から単位を修

得した場合は、選択科目

14 単位へ計上される 

必要な単位数の考え方 



４. 時間割を組み立てる 
これまでの注意点を参考にして、別紙「履修計画表」に時間割を書き込んでみましょう。 
授業を実施する教室は、初回授業までに各自で確認してください。時間割作成の優先順位は次のとおりです。 
①文学部固有の必修科目（４科目） 

学科 科目名（曜日時限） 

日本文学科 
日本文学入門Ⅰ（火２限） 日本文学史Ⅰ（火４限） 
比較文学Ⅰ（木１限） 日本語学入門Ⅰ（木３限） 

言語表現学科 
言語表現学入門Ⅰ（火２限） 日本語学入門Ⅰ（火３限） 
文章技術論Ⅰ 
（G-I 班 水１限／J-L 班 水４限 

会話技術論Ⅰ 
（G-I 班 金２限／J-L 班 金３限） 

歴史文化学科 
歴史文化学入門（火２限） 古文書読解入門（火４限） 
民俗学概論（木３限） 近世史概説（金３限） 

②全学共通の選択必修科目（英語リーディング・英語コミュニケーション・第二外国語・スポーツ実技） 
③空いた曜日時限へ、全学共通科目や学部固有科目を履修 

 
５. 履修登録を行う 
履修計画表ができたら、それを基に履修登録を行います。抽選結果を確認して正しく登録できていれば終了です。
抽選漏れなどで履修できなかった科目があれば、追加の履修登録を行ってください。 
 
■よくある質問 
Q. A先生の「倫理学」と B先生の「倫理学」を同時に履修できますか。 
A. 同じ名称の科目を同時に履修することはできません。 

また一度履修をして合格（単位修得）した科目は、教員が違っても再度履修することはできません。 
 
Q.【二次登録・履修修正期間】履修申請で抽選漏れとなった「英語基礎科目」のクラスが、履修申請画面で 
「定員残り●名」と表示されています。定員に空きがあるのでしょうか。 

A. 上級生定員に空きがあるだけで 1年生定員には空きがない場合があります。 
英語基礎科目については、1 年生定員と上級生定員をそれぞれ設定しています。「空きあり」と表示されてい
る場合でも、上級生定員に空きがあるだけで 1年生定員には空きがない場合があります。 
落選した科目については、二次履修登録で履修登録しても再度落選してしまう可能性が高いため、別のコマ
（レベルを変更するなど）で履修登録をすることをお勧めします。 
また、二次履修登録の抽選でも落選した場合は履修修正期間に再度履修登録してください。 

 
Q.【履修修正期間】二次抽選で落選した科目があった場合どうしたらいいですか。 
また、履修が確定した科目を修正して、新しい科目を履修登録することはできますか。 

A. 二次抽選で落選した場合、履修登録修正期間に追加登録を行ってください。 
また、確定した科目についても修正することが可能です。履修登録修正期間で申請した科目は、先着順で、抽
選にはなりません。申請できれば確定となります。 

 
Q. 履修登録した科目がMaNaBoに反映されません。 
A. MaNaBoに履修科目が表示されるのは、次のタイミングです。 
・一次申込期間に申請し、当選した科目 → 4/4の朝６時から反映されます。 
・二次申込期間に申請し、当選した科目 → 4/6の朝６時から反映されます。 
・履修修正期間追加した科目 → 登録した翌日の朝６時から反映されます。 

Q 


